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	主題名
	心とかたち
	内容項目
	B 礼儀

	教材名
	日本の心とかたち　－真・行・草－
	出典
	小学道徳　ゆたかな心

	主題構成の理由
	心と体が一つになった美しいおじぎをしたいという思いをもてるようにするため。

	ねらい
	時と場，相手に応じたかたちの礼儀は，心と一つになることでより美しく感じることが分かり，日常生活でも心とかたちを一つにして真心をもって人に接しようとする意欲をもつ。
【理解，判断力】礼儀には，時と場，相手に応じた仕方があり，心とかたちが一つになると美しいことが分かる。
【心情】真心をもって，礼儀正しく人に接する姿に共感する。
【実践意欲と態度】日常生活で，心とかたちを一つにして，礼儀正しく真心をもって人に接したいという意欲をもつ。

	学習指導過程
	・日常生活でどんなあいさつをしているか振り返る。
・「日本の心とかたち」を読んで，礼儀のよさや大切さを考える。
　★心とかたちが一つになっていると，より美しいということが分かったか。
・今日の学習を通して，心とかたちのつながりについて考えたことをまとめる。
　★心とかたちが一体化したおじぎのよさに気づき，そのようなおじぎをしてみたいという意欲をもてたか。

※★…「評価」につながる見取り

	他の教育活動との関連
	●道徳の授業
・「日本の心とかたち―真・行・草―」を読んで，礼儀のよさや大切さについて，話し合わせる。

・『学びの足あと』で振り返らせる。
●日常生活，朝の会・帰りの会
・意識してあいさつやおじぎを使い分けてみるよう促し，朝の会や帰りの会で，そのときの自分の気持ちや相手の反応を紹介し合わせる。
●家庭
・「真・行・草のおじぎ」や，日本のあいさつ，伝統的な礼儀作法について家族で話し合わせ，日記などに書かせる。
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